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v タ キ ．ド ク ガ Dasychein　sfrzSaala　MoORE ご

ア カ ヒ ゲ ドク ガ Dasycliira　lureerlaXa　B　uTLER 、

の 卵 、幼蟲 及 び 蛹

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ＃ ラ

　　 河 　　 田　　　 黨

（農 林 省 農 事 試 驗 揚 昆 蟲 郡 ）

　　　シ タキ ドク ガ 1）a ・1 ・1・ira　stri
．

aata 　M ・・RE （插 圖 2）　　 一

　卵（插圖 1）。 球形、少 し く扁苹、 上面中央 は凹む 。 表面には細 か い 鼈甲

形網状の趨がある 。 上三βは暗黄辛袋色で ．2 個の 自色輪を有

し、下牛は 白色 。

　　 直徑 、
1・7mrn・ 高 さ．1・3mm ・

　幼蟲 （圖版 II、第 1 鬪）。

　　 〔形態 〕　 頭部は 正面か ら見る ときは稻 々梯形で 、高

さは幅 よ り短 く、頭頂部 前面の表面には 、

一
般毒蛾科に 同

じ く、第 2 次刺毛を散布す る 。 前頭の高 さは幅 よりも短 い 。

副前頭（Adfrontal　piece） 1よ甚だ狹 く、 前頭 と共 に 第 2 次刺

毛 を缺 く。 上唇中央の縊れ は甚だ深 く、

その央ば以上 に逹 し、 刺毛 vi は 縁よ り

少 し く内方に存在する 。 胴部の 各隆起 に

生 えて ゐ る毛房は よ く發邃 して 、 頗 る長

く、 各毛には細い刺を密生する 。 前胸の

左右か ら斜あ前方に向つ て稍 々 長い 數本

の毛が突出して ゐ るが 、 餘 り顯著でない 。

戀

插圖 1・ シ タ キ

　 ドク ガ の 卵

　 （× 10）

掃圖2・ シ タ キ・ド ク ガ 成蟲 （X1 ．5）
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　第 1− t 腹環繍背上に は叢毛 を有す る。 各腹環節で は隆匹 a と βとは合一

．せ す 、
ρ は氣門の直上 に存在 し謡 を缺 き、 氣門直下 には η、その 下 に It・が

　存在する 。 背 上飜 磚腺（DorsaL　eversib1e 　glaa（1）は唯 1 個第 7 腹工袰篩上 にある 。

　腹脚の鈎は 一様で、1 列 で あるこ とは
一
般の 毒蛾科 と同 じで ある 。

　　　　 體長 、
45 ・nn 　rn ・

’
　　 〔色彩〕　白色で黄織色を帶び る 。 頭部は 淡い 明線黄色で 、前面の第 2教刺

　毛が生 じて ゐ る部分に は淡黄爾色の 細點を散 lffす る 。 上顋の縁は濃赤爾色 ，

　胴部各環節の境は稍 々 唾 色を 呈 し、 殊に 前胸
一
第 4 腹嘆 篩聞1二於 て 甚 し い c

　毛は白色で 黄線 色を帶 び 、前胸、第 8 及 び第 9腹環鰍 二は少數の黒色毛を漉

　 じて ゐ る 。 第 】−4 腹環節上の叢毛は明黄色 。 胸脚は稍々 淡赤色を帶び ろ 。

　蛹
・
（插囲 3）。 　　　　　　　　　 一

　　〔形態〕 胸 部  腹部を通 じて背面に は長毛を密生する 。 齣頭 、 頭楯 、 複

眼に は長い刺毛は生 じて ゐ ない 。 頭 頂
一
前頭接線 （Epicranial・suture ） は存在

せ す 、 觸 角は 中胸 脚の 略 々 央 ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
に逹 し、先端尖 り、 雄で は 幹 が高

く隆起 して ゐ る 。 頭楯及 び上 唇

は突出せ す、下顋は翅の約
21T

に

及 5  下 唇鬚は現は癌．幅は 左  

右 の 各下顋の幅に 略 々 等 し く、

長 さは下顋よ り短い
。 脚は 短 く v

中央で左右が相接 し・中胸脚は

翅 の
6k

に及ぶに過 ぎない “ 可

動腹環節には氣門溝な く．第 8−

10黶 節は漸次に細 まり 、 尾端

は尖る o

’
尾突起｛ま二 等邊三角彩

をな し 、 先端に 多 くの鉤を有 し．　 rl

鉤の長 さは尾突起の

’
17

、1に逹諺ない ♂

：1， ・

・nvc
−
cx

捕圖 3・ シ 舛 巴ク ガ  蛹 （x ．3） f

　　　
a 觸角・

… 前煦脚基鰍 ，・．ゼ　正P．下唇鬚 sMX
：、卞顋。

、．　　一，

：：．丿 ．、．圏一t．‘．．．、」丿 ＿・．．ヤ．「．』　 〜
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『
體母、21−22Lmn。　巾蔵18nini ．　厚 さ一Smm ・　　　　　　　　　　　　・

　　〔色彩〕 初 めは略々 一樣な明線色で ．背面の 毛は 白色であるが、 鋼 化前．

に 至る と頭部 、 胸部 、 脚 、 翅 、 及び尾端は灰黄色を帶ぴ、複眼は黒色を呈す
『

る に至 る 。

　繭 （岡版 II、第 2 囲）。 太い 紡錘形 。 幼蟲の毛を綴 つ て作られる の で 、 幼

蝨 の 背上の叢毛 と そ の色 は同 じく、黄陣を呈す る 。

　　　長 さ。30mm ・ 幅、20mm ・厚 さ・ 15mm ．

　經 過 。 年少 く も 2 囘の發生 をする 。
1928 年 7 月 7 日 に高尾山で探集 し

た雌蛾を三角紙 の 中 に包 んで置い 九所 が 、 翌 日 か ら約 4 日問に亙 っ て 産卵 し
、

そφ卵は 7 月 20 日 に始 めて孵 化 した 。 そ こで 種 々 の 植物の葉 を典べ て置い

て 、 翌 日見る とア ベ マ キ の葉を食 して ゐナこ。 そ こで之に よつ て飼育を續けて

ゐた が 、 或 日都合 で ク ヌ ギ を與 へ て 見ナこ所が乏 を もよ く食 ふ めで 、 それか ら

は ク ヌ ギ で飼育する るこ ととしk 。 か くして 全體で 5 囘の蛻皮を行 ひ ．
8 月

27EI に至 り、食ひ 殘 しの葉の間に繭を作 る ものがあつ
’
tc。 之は翌日蛹佗し・

9 月 ＄ 日に至つ ては 既に 全部が蛹化 し盡 した 。
9 月 10 最初の 1 匹がi獨化

し、9 月 20 日まで には
一

つ 殘 らす蛾 とな つ て 了 つ た 。 　　　 ．

　　　　ア カ ヒ ゲ ドク ガ Dasycleim　lunulafa　 BUTLER

　
−
卵6

』
シ タ1キ ド

1
ク ガ に全 く同 じ 。

　　　直徑 b

卩1・4皿 m ・．高 さ、
1・恥血 ・　　

．
　 ．

1
：
’
　 ．．、 F

「』
．
1』』

：

　幼蟲 個 版 工1
、 第 3 圖）6　・・・

…　 、　
』
　

』
」

　　〔形 態〕　シ タ キ ．ドク ガの幼蟲 とは色彩は甚だ異なつ て ゐ る が 、 構造 に於

て は殆んど同 じ く、僅か に次 の諸點を異にするの みで ある 。 胴部の各隆起か

ら生 じてゐ る毛房には 2 種の毛を混 じ、その
一

つ は頗る長 く、剛強で 、 先端

尖 り、 細き刺を多數に生 じ、 他の一つ は 比較的短 く、 軟弱で 、 羽毛駄を呈す
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　 ss

ろ 。 前胸に は左右 か ら斜め前方に 向つ て突 出 した 長い刷毛1伏の毛束を有 する e

，第 1−4 及び第 8 腋環節背上 にはi攫毛を有する 。

　　　 駐豊長 。 約 45mii】・

　　 〔色彩〕　黒色 。 頭部は黒色で黄褐色を帶び 、 腹而は赤褐 色を呈する 。 頭

楯及ひ 上唇は白色で 、淡褐色の條斑 あ り、上顋は赤謁色で縁は黒色。 胴部も

黒色 で 、 橙黄色の斑紋が疎に散在 し、 長い剛毛は黒色、 易牙牀の軟毛は 白色、

叢毛は嗜黄羯色で 、天鵞絨觝 。 胸脚及び腹脚は 赤褐 色を帶ぴる n

　蛹 。

　　諺 態〕 ・ タキ F
“
・S・ ガ とは

一
見色に於碪 ナ三異なるが．構齟 全 恫 じ

く
・
、唯第 1−4腹環節背上 の叢毛は 倚7 暦顯蓍で ある 6

　　〔色彩〕 赤褐色で 、 背面 は暗 色を呈す る 。 氣門は黒色 。 第 1−4 腹環節背

上 の 叢毛は 少し く白色 を帯び る。

　南 （圖版 II、第 4 ’圖）。 太 い 紡錘形 。 幼蟲の毛を綴 つ て作 られ る の で 、 幼

蟲 の背上の叢毛 とその色が 同 じ く、 嗜黄褐 色に黒色の長毛 と自色の 羽駄軟毛

とを混す る o

　　　長 さ、47mm ・ 幅 、22mm ・ 厚さ．19mrm

經 過 ． 年 ・囘 發生 する ．
6 肋 ら 7 月に亙つ で蜻 し拗 齣 ・肘 旬

か ら 8 月上旬に 老熟して 、 繭を作 り、その 中に蛹 化 し、
8 月中旬に羽化す る 。

幼蟲 は再び 9 月 よb11 月に亙 つ て出現 し 、
10 月下旬か ら 11 月上旬に蛹

北 し、 越 冬 しτ翌春 4−5 月に至つ て朋化す る 。 しか して繭は飼育器 中に食 ひ

殘 され た葉の聞に 作られ て ゐた 。 幼蟲は ク メ ギ 、ク リ等の葉を食する
’

e
・

　　　　　　　　　圖版 ：H 設明 ，（！倍） 本庄伯耶氏揖彰 ．

　　　　　　　
1・
．

二くタ ぎ
『
ドク汀爭勲畢，． ．、

2・
．同

・
．、r嘩二、

　　　　　　　 3・．7，
カ ヒ ゲ 避 久 ガ の 幼蟲 　 4・同 、．．，繭
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